
　

大
阪
市
立
清
水
丘
小
学
校
は
20
〜
30
歳

代
前
半
の
教
師
が
約
半
数
を
占
め
る
。
こ

う
し
た
若
手
教
師
の
指
導
力
を
高
め
る
た

め
、
２
０
１
１
年
度
は
教
職
歴
４
年
以
下

の
教
師
４
人
が
自
分
の
課
題
を
設
定
し
、

解
決
す
る
こ
と
を
校
内
研
修
の
１
つ
に
位

置
付
け
た
。
田
村
泰
宏
校
長
は
、
研
修
の

ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
新
採
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
前
に

立
て
ば
一
人
前
の
教
師
で
あ
り
、
一
人
で

授
業
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
必
要
と
な
る
の
は
、
課
題
を
見
抜
く

力
、
課
題
を
解
決
す
る
力
で
す
。
こ
れ
ら

の
力
を
養
う
、
い
わ
ゆ
る
『
課
題
解
決
学

習
』
に
教
師
も
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め

に
、
こ
の
研
修
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
」

　

研
修
で
は
、
６
〜
８
月
を
課
題
設
定
、

９
月
以
降
を
課
題
解
決
に
向
け
た
話
し
合

い
と
実
践
に
充
て
た
（
図
１
）。

　

課
題
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
感
じ
た
課

題
や
目
指
す
指
導
な
ど
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

（
図
２
）
に
記
入
。
田
村
校
長
は
こ
れ
を

学
校
の
課
題
に
結
び
付
け
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

　
「
若
手
の
課
題
を
学
校
全
体
の
課
題
と

し
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
も
共
感
で
き
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
若
手
研
修
を
全
体
研
修
に

出
来
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

教
務
主
任
の
小
原
正
先
生
は
研
修
の
統

括
者
と
し
て
、
若
手
教
師
の
相
談
に
応
じ
、

日
常
的
な
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
課
題
が

整
理
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
働
き
掛
け
た
。

　
「
私
も
各
課
題
が
学
校
の
課
題
に
結
び

付
く
よ
う
に
助
言
し
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生

に
も
指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た
」

　

課
題
は
、
３
人
が
学
習
指
導
（
国
語
と

算
数
、
図
工
、
表
現
活
動
）、
１
人
が
学

級
づ
く
り
と
決
ま
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
４

つ
の
研
究
部
会
を
設
け
た
。
管
理
職
と
教

務
主
任
を
除
く
全
教
師
が
い
ず
れ
か
の
部

会
に
属
し
、
月
１
回
、
課
題
を
解
決
す
る

手
立
て
を
話
し
合
っ
た
（
図
３
）。

　

若
手
教
師
の
自
立
を
更
に
確
か
な
も
の

に
す
る
た
め
に
、
人
脈
を
つ
く
る
大
切
さ

も
味
わ
わ
せ
た
。
学
外
に
指
導
者
を
求
め
、

指
導
を
受
け
る
よ
う
に
し
た
。

　

小
原
先
生
は
、
研
修
の
成
果
を
次
の
よ

う
に
話
す
。

　
「
全
員
で
話
し
合
う
習
慣
が
生
ま
れ
、

先
生
方
が
互
い
の
思
い
を
交
流
さ
せ
る
場

が
増
え
た
と
感
じ
ま
す
。
先
生
一
人
ひ
と

り
の
指
導
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
力
の
あ

る
学
校
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」

し
み
ず
が
お
か

若
手
教
師
の
指
導
力
を
高
め
る
工
夫

若
手
教
師
の
占
め
る
割
合
が
増
え
て
い
る
今
、
そ
の
育
成
は
学
校
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
全
体
の
教
育
活
動
は
、
経
験
の
長
短
を
問
わ
ず
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
指
導
力
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
か
ら
だ
。

今
号
は
、
若
手
教
師
が
個
々
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
、
指
導
力
を
身
に
付
け
て
い
る
研
修
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

若
手
教
師
が
見
出
し
た
課
題
を
学
校
の
課
題
と
し
て
話
し
合
う

大
阪
府
大
阪
市
立
清
水
丘
小
学
校

事
例

今
回
の
テ
ー
マ

４
人
の
教
師
が
課
題
を
見
付
け

そ
れ
に
応
じ
た
研
究
部
会
を
設
け
る し

み

ず

が

お

か

パワーアップ！

      授業研究
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大
阪
市
立
清
水
丘
小
学
校
教
務
主
任

小
原　
正

お
は
ら
・
た
だ
し

「
全
員
が
気
持
ち
よ
く
教
育
・
研
究
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
、
声
を
掛
け
、
相
談
に
乗
る

よ
う
に
し
て
い
る
」

大
阪
市
立
清
水
丘
小
学
校
校
長

田
村
泰
宏

た
む
ら
・
や
す
ひ
ろ

「
若
手
も
ベ
テ
ラ
ン
も
共
に
学
び
、
指
導
力

を
高
め
合
え
る
雰
囲
気
を
、
学
校
に
つ
く
っ

て
い
き
た
い
」

授
業
研
究
に
学
校
全
体
で
主
体
的
に

取
り
組
む
た
め
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と

SSSSSSSSSSSSSccccccccchhhhhhhhhhhhhoooooooooooooooooolllllllllllll DDDDDDDDDDDDDaaaaaaaaattttttttttaaaaaaaaa大阪府大阪市立清水丘小学校
◎１９４３（昭和１８）年開校。
大阪市の南部に位置する。
地域やＰＴＡとの連携が盛ん
で、ゲストティーチャーと
して授業への協力が行われ
ている。男女平等教育や環
境教育、情報教育などの研
究も進めている。

校　長 田村泰宏先生
児童数 ４８２人　学級数　１７学級（うち特別支援学級２）　教員数　２４人
所在地 〒５５８-００３３　大阪府大阪市住吉区清水丘２-９-４１
T E L  ０６-６６７３-１１０１
ＵＲＬ  http://www.ocec.ne.jp/es/simizugaoka-es/
公開研究会 未定

＊プロフィールは取材時（201２年３月）のものです

図３ 若手教師４人の課題

課題 課題設定の理由 課題解決に向けての取り組み内容

A先生

B先生

C先生

D先生

国語と算数の
授業力の育成

友だちと
学び合う
図工の学習

それぞれの
力を最大限
に活用した
表現活動

最高学年の
学級づくり

教職歴１年目で、３年生の国語と算数の授業を担
当。子どもをもっと引き付けられる学習指導がし
たいと感じていた

クラスに１人、全盲の子どもがいる。その子ども
が主体的に参加できる授業を目指していたが、特
に図工の学習指導が難しく、改善したかった

クラスに１人、肢体が不自由な子どもがいる。そ
の子どもに主体的に表現活動をさせるにはどうす
れば良いかが課題だった

相手の気持ちを考えずに自分の考えだけを通そう
とする子どもがいるなど、クラスとしての団結力
に課題があった

全員が授業に参加する意義を、研究部会内で話し合う。
また、特別支援学校を訪問し、教材について具体的なア
ドバイスを受けた

研究部会内での話し合いで、クラスの子どもが互いの努
力を認め合えるよう、学級掲示物を工夫する方針を固め
る。肢体の不自由な子どもを、いかに掲示物作成に取り
組ませるかについて、特別支援学校に話を聞きに行った

研究部会内での話し合いや、他校の教師に話を聞くこ
とで、教師が子どもとなるべく多く、長くかかわるこ
とを心掛けた。週３回、１５分休みに全員で遊んだり、全
ての授業で話し合い活動を取り入れたりした

以下の点について、研究部会内で話し合い、算数教育の
研究者に話を聞いた
・一問一答にならないような発問の仕方
・具体物を掲示するなどの教材や教具の工夫
・板書を整理するための、チョークの使い方　など

図１ 研修の流れ 図２ ワークシート（A先生のもの）

ワークシートには教師自身が感じている課題（　　）と、それ
を見た田村校長からのアドバイス（　　）が記入される。一人
よがりになることなく、ふさわしい課題を設定させるねらいだ

研修の段階

課題設定

課題解決

●研修開始
●ワークシートに記入

●田村校長と面談（２回）
●他の教師からアドバイスを受ける
●課題設定

●４つの研究部会を設け、月１回
話し合う

●外部人材に協力を求める

●「メンターの活用による若手教
員の育成」をテーマにした研究
発表会を開催

６月

２月

７月
　～８月

時期 研修内容

９月
　～１月

＊同校の資料を基に編集部で作成

＊同校の資料をそのまま掲載

＊同校の資料を基に編集部で作成
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